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研究成果の概要（和文）：本研究は、モデル地区での遠隔看護の実施と評価を行った。実施方法は、クラウドベースで
構築したシステムを試験的に実施した。メインセンターは、モデル地区のＡ訪問看護ステーションに設置し、クラウド
上にデータベースを設置した。訪問看護師は、クラウドのデータベースにアクセスして情報共有するシステムとした。
今回の実証実験は、新しい医療環境のなかで看護専門職が果たすべき新しい役割を提案することである。とくに、①セ
ルフケアレベルに応じた健康管理、②生活習慣病者への自立支援　③手術後の患者の回復管理、④退院後患者の継続看
護、⑤介護者および看護者への知的支援など、遠隔看護技術を用いた継続ケアの手法の提案を行った。

研究成果の概要（英文）：This study was carried out the implementation and evaluation of telenursing in 
the model district. Implementation of a telenursing was performed on a trial basis to build a system 
constructed in Cloud Computing-based. The main center of the telenursing, installed in the A home nursing 
station of the model district, set up a database in the Cloud Computing. Home visiting nurse was shared 
information and access to the database in the Cloud. This demonstration experiment, is to propose a new 
role to be played by the nursing profession among the 21 century type of new medical environment. In this 
study, in particular ① health management in accordance with the self-care level, ② lifestyle 
independence support ③ recovery management of patients after surgery to the sick, ④ continuation of 
post-discharge patient care, ⑤ caregivers and nurses suport for patients completing the 
advanced-intensive therapy with hospitals, proposed the technique of continuing care using telenursing 
skills.　
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１．研究開始当初の背景 
看護における情報技術の活用は、1990 年
代以降に急速に進化し、21世紀に向けた臨床
応用の方法や、そのための法整備が行われて
きた。インターネットを活用したケア技術の
開発など、国家的な健康施策として取り組み
が始まっている。これらの動向に関して、研
究代表者は、2001年に「看護研究」誌 34巻
4 号に「新しい看護のパラダイムを開く遠隔
看護－その意義と世界の動向－」で、日本型
遠隔看護の在り方についての未来像につい
て詳細に報告を行った。 
日本においては、2010 年 5 月に内閣府より
「2020 年までに、高齢者などすべての国民
が、情報通信技術を活用した在宅医療・介護
や見守りを受けることを可能にする」という
提言を受け、IT基本法など、法的な整備が進
められると同時に、今日に至るまで世界最先
端の IT国家となるべく、「医療」「食」「生活」
「中小企業金融」「知」「就労・労働」「行政
サービス」の７分野に関して、重点的な取り
組みが進められている。これによって、現在
では米国や英国に劣らないほどの情報技術
の進歩を遂げており、国際的にも最先端の情
報活用社会に向けた急速な進化を遂げてい
る。2011年 9月発表された THE LANCET
誌では、医療保険における日本の国際水準は
きわめて高いことが評価されている。また、
研究代表者、及び研究分担者らは 2011 年
Springer 社から出版した「Telenursing」に
おいて、世界の遠隔看護の比較と、日本の医
療保険制度と遠隔看護について紹介し、日本
の遠隔看護技術に対して、他国からも高い評
価を得ている。このような動きは、厚生労働
省が提案する健康管理に関する将来構想と
も一致し、日本での在宅医療の推進によって、
遠隔看護がどのような方向で活用され、実用
化していくかについては大きく期待されて
おり、世界を先導するシステムづくりが急務
となっている。図 1は、特に慢性的な疾患を
抱えながら外来通院などによって健康の自
己管理をしている対象に対して行う専門的
な遠隔看護の方法として提案した。システム
の概要は、サーバー（①）を介して、地域に
配置されるサブセンター（②）と、サブセン
ターが管理しているケア対象者（③）、およ 

図 1 遠隔看護システムの構成 

び対象の担当医（④）との相互ネットワーク
により構成される。この構想については、
Development of a telenursing system for patients 
with chronic conditions, Journal of Telemedicine 
and Telecare. 2004；Vol.10(4)：236-244 国際
誌に掲載され、その新規性が国際的に評価さ
れた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、遠隔看護(Telenursing)の実用化
に向け、ユビキタス化された社会の中で、い
つでもどこでも誰もが活用できる健康管
理・医療支援システムを構築し、今日の情報
の進化に即したクラウドベースの遠隔看護
システムを構築し、実際の地域医療の場にお
いて活用できる遠隔看護の実用化に向けた
実証実験を行い、その利便性、有効性などに
ついて検証を行うことを目的とした。 

 
３．研究の方法 
本研究は、クラウドベースの臨床応用可能
となるシステムの構築を目標にして研究・開
発を行った。これまで研究者らが蓄積してき
た研究成果を結集し、看護実践の臨床応用に
向けたシステム開発を計画した。以下のよう
な事項について、3 年で次のような手順に基
づいて、実用化を目指した。先ずは実際に実
用可能な遠隔看護のシステムを構築し、遠隔
看護を実施した場合での実効性（利便性、経
済性（費用対効果）、効率性、効果性など）
の評価を行うことを目的に、以下の事項につ
いて実証実験を進めた。 
Ⅰ：モデル地区の医療状況や健康課題の実態
把握と費用対効果について調査 
Ⅱ：モデル地区にあわせた遠隔看護のシステ
ムを構築 
Ⅲ：モデル地区での遠隔看護の実施  
Ⅳ：実施した遠隔看護の評価 
■クラウドベースの遠隔看護の構築 
 図２に示すようなクラウドベースによる
考えに基づき、図３のような基本設計を前提
とした実用化システムを構築した。使用した
タブレット端末は、アンドロイド NEXAS７の
タブレット端末の全画面設計である。先ずは
試験的に実用化するために、使用者に対して
情報リテラシー教育を行い、仮想対象の試験
的なシミュレーションを行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ クラウドベースによる遠隔看護 



 以下に示したのは、訪問看護ステーション
で展開することを目標とした画面設計であ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ タブレット端末の画面 

 
■遠隔看護システムの実施と評価      
 図４は、観察用端末のデータ共有を目指し
たクラウド設計の全体像である。生体の継時
的観察用の機器は、研究者らが開発したデバ
イスを活用して、それらのデータをクラウド
上の情報処理サーバーで処理・視覚化し、医
療者の判断材料として、情報共有とするとと
もに、それらのデータはデータベースサーバ
ー上で蓄積して未来の対象の意思決定を行
うためのビッグデータとして保存した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 観察データの流れ 

 
４．研究成果 
 図５は、モデル地域のＡ訪問看護ステーシ
ョンで試験的に運用しながら、その結果とし
て、現時点で活用可能な最新の実用化モデル
として提案する全体概要である。 
 コアの部分が訪問看護ステーション独自
の観察情報である。これらは、SNS を通じて
各訪問看護師の端末から文字データや画像
データがクラウド上のデータベースに格納
されることになる。使用される SNS には、設
定した参加メンバーのみがアクセス可能な
セキュリティーがかけられている。これらの
情報は、クラウド上でデータベースに反映さ
れると同時に、関連する権限を与えられた医
療者も閲覧し、医療チーム同士での相談や、
医師からの指示を受けることも可能である。 

 またこのシステムは、外部の文献データベ
ースにもアクセスすることで、エビデンスの
高い治療や処置、看護ケアの指針を得ること
が可能なものとなっていると同時に、当該訪
問看護ステーション独自のデータベースも
構築することで、当該地域の特性に根差した
臨床判断などのビッグデータ化にもつなげ
ている。 
 さらには、医療制度にかかわる行政に関わ
るデータベースや、地域に根差した社会資源
の活用に関わる情報など、現在国家的に進め
られている「医療機能情報提供制度」との関
連も含めた運用の検討が必要となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ 次世代型訪問看護ステーション用の遠隔
看護プロトタイプの概要 
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